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武部　豊編，厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究事業）「アジア・太平洋地域におけるHIV・エイズの流行・
対策状況と日本への波及に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成21年3月，
pp．81－84
HIV検査機会が拡大されたことにより，保健所において検出されるHIV陽性者も多くなった．11例の陽性者につい
て遺伝子型を検討したところCRFOl　AEが1例で，残りの10例はすべてサブタイプBであった．
○北海道における麻疹について一発生状況と検査診断（2008年）一
　長野秀樹，地主　勝，岡野素彦
　清水博之編，厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「ウイルス感染症の効果的制御のための病原体
　サーベイランスシステムの検討」，平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成2！年3月，pp．
　105－109
　2008年度の北海道における麻疹の発生状況に関して検討した．報告患者数は1，462例であった．サーベイランスの充
　実とワクチン接種の徹底が肝要であると思われた．分離ウイルス株はすべてD5型であった．
02008年度に北海道で発生したノロウイルスによる集団胃腸炎事例について
　吉澄志磨，石田勢津子，三好正浩，田中智之1）
　武田直和編，厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推進研究事業）「食品中のウイルスの制御に関する研
　究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成21年4月，pp．97－109
　2008年度に北海道で発生したノロウイルスによる食中毒事例について，原因食品からのノロウイルスの定量的検出を
　試み，健康被害の発生状況と食品のノロウイルス汚染状況の関連性について考察した．
　1堺市衛生研究所
○ノロウイルス集団感染の発生状況およびカキ養殖海域のノロウイルス汚染モニタリング調査について
　吉澄志磨，石田勢津子，三好正浩，池田徹也，奥井登代，神田　隆1＞
　西尾　上編，内閣府食品安全委員会食品健康影響評価技術研究「生食用カキに起因するノロウイルスリスク評価に関す
　る研究」平成18～20年度研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成21年3月，pp．69－111
　北海道の一養殖海域を拠点として，海域のノロウイルス汚染状況，カキからのノロウイルス検出状況及び周辺地域にお
　けるノロウイルス感染症の発症状況を調査し，環難中のノロウイルス動態について総合的な解析を行った．
　’｝静岡県環境衛生科学研究所
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○多包性エキノコックス症の感染予防および治療に有効な抗体医薬の研究開発
　後藤明子
　平成20年度科学研究費補助金（若手研究B）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成21年3月
　面的性エキノコックス症の予防や治療に有用な「抗体医薬」の候補を探索するため，多包虫感染マウスより得られた抗
　体遺伝子のcDNAライブラリより組換え抗体タンパク質を発現し，多包虫由来抗原との反応性を確認した．
○エキノコックス成虫cDNAライブラリーを基盤とした感染イヌ対策法の検討
　八木欣平
　平成20年度科学研究費補助金（基盤研究C）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成21年3月
　多包条虫の感染実験により得られた成虫よりcDNAライブラリーを作成し，ランダムクローニングにより1035個選択
　し解析を行った．うち682個の遺伝子は既知遺伝子に類似性が認められた．また分泌・膜結合型遺伝子である新規遺伝
　子emY162について組換えタンパク（EMY162）を作製し，多包条虫を感染させたイヌの血清とウエスタンブロッ
　ティングを行ったところ，応答を確認するとともに，本EMY162組換えタンパクで免役したマウスが，虫卵感染に対
　してワクチン効果を誘導することを明らかにした．
○組換え特異抗原を基盤としたエキノコックス感染イヌに対する血清診断システムの開発
　孝口裕一
　平成20年度科学研究費補助金（若手研究B）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成21年3月
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これまでイヌのエキノコックス（多包条虫）症における血清診断法は全く未開発であった．本研究では診断法の基盤と
なる抗原をコードするいくつかの遺伝子や糖タンパク質成分を見いだし，感染イヌ及び健常イヌ血清を用いて血清学的
評価を行った．2年間の研究期間に数種類の感度及び特異性共に良好な組換えタンパク質を作製することができた．同
様に幼虫から抽出した糖タンパク質成分の血清学的評価も良好であった．
、
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